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第２期四日市市子ども・子育て支援事業計画中間改訂版（案）について 
 

 

１．子ども・子育て会議（令和 4 年１０月２４日）後の対応 

No. 意見の概要 市の考え方・対応 

１ 

市の広報や、ホームページを見てい

ない人も多いと思うため、課題を持

った人、課題を解決したいと思って

いる人たちにいかに施策を周知して

いくかが重要と考える。 

重点２ 家庭への生活支援 

（１）妊娠期からの途切れのない支

援に「よかプリコ等を活用した情報

発信」を追加します。 

２ 

子ども食堂等支援事業について、地

域の団体が子ども食堂を始めようと

するにはハードルが高いと思われる

ため、改善をお願いしたい。 

より活用していただきやすい事業に

なるよう補助金額の上限や補助率を

上げるとともに、対象経費の見直し

を行います。また、拡充事業である

ことがわかるように明示します。 

 

２．教育民生常任委員会協議会（令和 4 年１2 月 13 日）後の対応 

No. 意見の概要 市の考え方・対応 

１ 

P55 ６計画の指標及び目標につい

て、より子どもの貧困対策として望

ましい成果指標の検討をして欲し

い。 

新たに「生活保護世帯に属する子ど

もの高等学校等進学率」と「生活保

護世帯に属する子どもの高等学校等

中退率」の２項目を追加します。 

２ 

子どもの貧困対策計画の名称につい

て、子ども達が前向きな気持ちにな

れるネーミングを検討して欲しい。 

「子どもの貧困対策計画」から「子

どもの未来応援計画」に変更しま

す。修正箇所は、目次、P1～2、

P24、P41 です。 

 

３．パブリックコメント（意見募集）の結果について 

（１）募集期間 

令和4年12月26日（月）～令和5年1月25日（水） 

（２）意見提出 

意見提出者数 １名 

意見提出件数 １件  
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No. 意見の概要 市の考え方・対応 

１ 

育休退園について、津市や鈴鹿市で

は数年前に育休退園は廃止されてい

る。育休退園の一番の問題は"育休か

ら復帰する際に退園した園児の行き

先が決まっていないこと"や"保活を

はじめからやり直さなければなら

ず、最悪育休延長や兄弟別々の園に

通わなければならないこと"である。

育休退園について何か改善をするの

かどうか方針を明らかにしていただ

きたい。 

育休退園に伴う種々の課題は市とし

ても認識しており、量の見込みと確

保方策の見直しを目的とする本素案

におきましては、育休退園者数を踏

まえた量の見込みとしたうえで、提

供体制を拡充する計画に見直してお

ります。 

 

４．その他の主な修正 

No. 修正概要 

１ 

P6～23 の「地域子ども・子育て支援事業の見直し」について、各事業の②と

③をまとめて記載します。 

＜修正前＞ 

 

＜修正後＞ 
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No. 修正概要 

２ 

P42～55 の「５施策の内容」について、既存事業の追加及び令和５年度以降に

取組む新規事業の追加を行います。 

 

＜既存事業の追加＞ 

重点１ 子どもへの教育・学習支援 

P42（１）保育・教育の充実 

学校教育による学力保障 

四日市市学校教育ビジョンを基に、小中学校に 

おいて、子どもたちが自ら課題を見つけ、考え、

主体的に判断・行動し、よりよく問題を解決でき 

るよう、ＩＣＴを効果的に活用しながら、個に応 

じた指導や対話的な学びを進め、確かな学力の 

定着を図ります。 

指導課 

 

P44（３）教育・学習の機会均等に向けた支援 

特別支援教育の推進 

子どもたちの教育的ニーズに合わせた合理的配 

慮を行うとともに、サポートルームをはじめと 

する多様な学びの場での指導・支援を行います。

教育支援課 

 

P45（４）体験・交流機会の充実 

小中学校における芸術・ 

文化体験 

子どもたちが、将来に夢と希望を持つきっかけ 

とし、将来の選択肢を増やすため、質の高い芸術 

や文化に触れることのできる機会を提供してい 

きます。 

指導課 

 

重点２ 家庭への生活支援 

P47（１）妊娠期からの途切れのない支援 

発達障害等早期支援事業

（プロジェクトＵ－８事

業） 

ことばや対人関係、学習上の基礎的な能力に課 

題がある子どもに対し、早期に対応し、園や学校 

と連携を取りながら、自己肯定感を持って小学 

校への就学や学校生活を楽しく過ごせるように 

支援します。 

こども発達支援課 

 

 

＜新規事業の追加＞ 

重点２ 家庭への生活支援 

P47（１）妊娠期からの途切れのない支援 

【新規】 

出産・子育て応援事業 

妊娠届出時より妊婦や子育て家庭に寄り添い、 

身近なところで相談に応じ、必要な支援につな 

ぐ「伴走型相談支援」と、出産・育児関連用品の 

購入や子育て支援サービスの利用にかかる負担 

を軽減するための「経済的支援（計 10 万円）」を 

一体的に実施する。 

こども保健福祉課 
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No. 修正概要 

２ 

 

P48（２）生活基盤の形成に係る支援 

【新規】 

食品ロス削減のための 

マッチングの推進 

事業者や市民から寄付を受けた食品を子ども食 

堂、その他食品を必要とする団体にマッチングさ

せる新たな取組みの実施に向けた検討をします。

生活環境課 

【新規】 

養育費確保のための支 

援 

女性のために、離婚や養育費、面会交流など、法 

律に関する全般的な相談を女性弁護士が行いま 

す。また、養育費の取決めに係る公正証書の作成 

等費用についての補助を検討します。 

男女共同参画課 

こども家庭課 

 

P51（4）相談支援体制の整備 

【新規】 

シングルマザー等のため 

の家計相談 

シングルマザーまたは離婚を考えている子育て 

中の女性等を対象に、家計や教育費などお金に 

関する様々な悩みについて、女性ファイナンシ 

ャルプランナーが相談対応や情報提供等の支援 

を行うことを検討します。 

男女共同参画課 

  

３ 

P42～55 の「５施策の内容」について、拡充事業に【拡充】の表記を行いま

す。 

P42「就学前教育・保育の質的向上」 

P43「スクールソーシャルワーカーによる相談支援の充実」 

P48「支援対象児童等見守り強化事業」、「子ども食堂等支援事業」 

P47「第２子以降子育てレスパイトケア事業」については、【拡充】の表記に

加えて内容についても一部追記します。 

＜修正前＞ 

第２子以降の子どもの出産後における

保護者の心身の負担軽減を図るため、

生まれた子の兄・姉を産後 12 か月ま

での間に市内の認可保育園に２回まで

無料で預けることができる、一時保育

無料券を発行します。 

＜修正後＞ 

第２子以降の子どもの出産後における

保護者の心身の負担軽減を図るため、

生まれた子の兄・姉を産後 12 か月ま

での間に市内の認可保育園に２回まで

無料で預けることができる、一時保育

無料券を発行します。また、対象サー

ビスとして病児保育の追加を検討しま

す。 

 


